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第一章 緒 言

1918年Fahraeus(1)ガ 妊 婦・二於 テ赤 血 球 ノ沈 降

度 ガ非妊 婦 二比 シ著 シク早 キ事 テ報 告 シ之 テ以

ツテ妊 娠 反 慮 トナ シタ ル後 本 反 慮 ハ妊 娠 時 ノ ミ

ニ止 ラズ諸 種疾 病 二於 テ モ亦 促進 ス ル事 漸次 明

カ トナ リ其 酬 木的 拉 實験 的研 究 モ著 シ ク多 シ。

1924年 一Westergren(2)ガ 赤 血 球 沈 降 反 慮

(以下輩 二 赤沈 ト略稻 ス)二 關 ス ル 文 献 テ3?4

篇集 録 シ其 後 更 ・・…-Katzu.Leffkowitz{3}ハ

1928年662篇 ラ 加 ヘ タ リ。 其 後Leffkowitz'4}

ハ1934年 又 新 シ ク564篇 ノ業績 テ 蒐 メ得 タ リ

ト。 從 ツ テ此反 磨 二關 スル臨 躰 的磨 用拉 本態 的

研 究 ハ殆 ン ド究 メ蓋 サ レタル ノ観 ア リ ト錐 モ其

本 態 二到 リテ ハ未 ダ尚推 論 ノ域 テ出 デザ ル モ ノ

ノ如 シ。 赤 沈 ノ 促 進 的 因 子 ト シテハ血 漿 「フ イ

ブリノー ゲ ン」、 立立「グ ロ ブ リ ン」ノ増加 、 ベ ン

ス、 ジ.ン ス氏 蛋 白禮 ノ登 生 、 血 漿 中残 絵 窒 素

ノ檜加 、血 漿 粘 稠 度 ノ上 昇 、 赤 血 球撒 ノ減 少 、

血色 素 指数 ノ」曾加 等 ガ基 ゲ ラ レ、 抑 制 的 因 子 ト

シテハ血 漿 「アル ブ ミ ン」量 ノ檜 加 、 水 血 、 赤 血

球撒 ノ増加 、 臆 汁 酸 拉 炭 酸 瓦 斯 量 ノ檜 加 、 血 色

素指激 ノ減 少等 ガ数 ヘ ラレ、 「リボ イ ド」、 膓 色

素諸種 盤 類 液血 液PH等 バ ー 定 ノ影 響 ナ キ モ

ノ ・如 シ。3)8)而シテ是 等 促 進 拉 抑 制 的 因子 ノ何

セガ如何 程 二赤 沈 二封 シ影 響 アル ヤ ハ未 ダ充分

ナ ラザ ル モ其 圭 因 子 ト目 サル ・血漿 蛋 白 ノ意 義

旱 關 シ テ ・・Westergren,Theorellu.Widst-

rom(「')ノ 唱 フル赤 沈 一 時 間 値(ウ ヱ ス テ ル グ レ ン

氏 法 ノ=140.4Fibrin%+6.22Glob.%-6.09

Alb.%-24.5ナ ル 式 ア リ。 叉 之 二血 球 容 積 拉

血 色 素 指 数 テ 加 味 セ ルBendien,Neubergu.

Snapper⑥ ノ赤沈一時間齢 氏法)一 血論 積

×血 色 素 指撒 〔(Fib.%-3.5)×12十(Glob.%

-22)×2 .5〕ナ ル式 モ ア リ。是 等 トハ別 個 二血球

ノ荷 電 ガ赤 沈 ノ圭 因 子 ナ リ トスル者 二H6ber(7)

鈴 江(8)等 ア リ。Garcia(9)ノ 、血 球 一 紫外 線 テ照

射 シ タル後 血 漿 二混 ジ テ赤 沈 テ測 定 セル ニ非 庭

置 血 球 ト混 ジ タル血 液 二比 シ赤 沈 著 シ ク促 進 セ

ル テ見 、 反 封 二血 漿 ニ ノ ミ紫外 線 ラ照 射 セル ニ

其 赤 沈 封 照 二比 シ差 ナ カ リキ ト云 フ。 」又SkrOP

ハ血 漿 テ陰 性 二荷 電 セ ル色 素 テ以 ツ テ庭 置 シタ

ル後 血 球 ト混 ジタ ル ニ其 赤 沈 著 シク抑 制 サル ・

テ観 。 陽 性荷 電 色 素 ラ用 ヒ タル場 合 ハ反 封 二促

進 ス ル ラ認 メ タ リ ト。 術 是 等 赤 沈 ノ本 態 的研 究

上興 味 アル ハAggazzotti(ii)ノ 實 験 ニ シテ氏 ハ

赤 沈 ノ推 移 ヲnephelometrisch二 観 察 シ タ リ。

帥 チ拘 構 酸 曹 達 溶 液 加 健 常 人 血 液 ニ テハ 最 初 ノ

1時 間 二於 テ小 ナ ル血 球 團塊 テ作 ル ガ爲 急 速 二

掴 濁 テ檜 加 シ次 二此 團塊 血 球 ガ先 ヅ沈 下 シ團 塊

ラ作 ラザ ル血 球 ガ最 後 二沈 下 セ リ ト。 以 上 ノ事

實 ヨ リL、effkowitz")ノ ・赤 沈 ノ本 態 テ次 ノ如 ク



1264 井下=結 核二於ケル赤血球沈降反磨ノ實験的研究補渣 【第1硝

推論 セリ。帥チ「血球 ハ血漿中ニアリテソノ有

スル陰性荷電 ノ爲安定ナル浮游液状 テナ シ自ラ

ノ重力 二從 ツテ徐々二沈下ス レ共血漿中二陽性

荷電物質檜加 スル時ハ血球ハソノ有 スル陰性荷

電量減少 シ不安定ナル状態 トナ リ速 ヵ二沈下ス

ルナリ」ト。

結核 ノ臨躰 二於 テハ最近赤沈 ラ其診断拉治療 ノ

指針、豫後判定 ノ補助 トシテ用 フルガ常識 ノ如

クナ リタリ。從 ツテ其臨躰的観察 二關スル報告

モ頗 ル多 シ。 然 レ共 結 核 ノ臨 躰 上 赤 沈 テ経 過 二

從 ツ テ親 察 ス ル場 合 赤 沈 ノ動 揺 ガ如 何 ナ ル因子

二基 ク ヤ テ知 リ得 ザ ル場 合 往 々 ニ シテ ア リ。 ヌ

結 核 二於 ケル赤 沈 ノ實 験 的 研 究 二到 ツ テハPo・

pov.u.Surpe,(22)Jadassohn及 ビOberhalzei

(埆等 撒 氏 テ数 フル ニ過 ギ ズ。 且 其 ノ内 容 二到 リ

テハ 蓋 サ ザ ル貼 術 ア リ。 此 塵 二鑑 ル所 ア リテ余

ハ結 核 動 物 二就 キ テ赤 沈 テ観 察 シ柳 力知 見 テ得

タ リ。 之 テ報 告 ス可 シ。

第二章 實験方法

實 験 二用 ヒタル動 物 ハ縮 テ成熟 雄 性 家 兎 拉 海 狽

ナ リ。 之 ガ飼 料 トシテ家 兎 一 テ ハ豆腐 糟 各 頭毎

日約300瓦 テ、 海猿 一 テ ハ 約100瓦 テ與 ヘ タ

リ。 野 菜 ト シテハ 青菜 ラ家 兎 一;・一テハ週3同1同

約100瓦 宛 海 狸 ニ テ ハ毎 日50瓦 宛 投 與 セ リ。

感 染 二用 ヒ タル結 核 菌 ハ當 結 核 研 究 所 所 藏 ノ人

型 上 池 菌 株 及 牛 型 結 核 菌 テ3至 乃4週 間 「グ リ

セ リ ン」寒 天 斜 面 上 二 培 養 シ、 登 育 良 好 ナ ル モ

ノヲ選 ビ テ所 定 ノ如 クー 定 菌 量 テ有 ス ル俘 游 液

テ作 製 シ用 ピタ リ。

動 物 ノ赤沈 測 定 二於 テハ人 二於 ケ ル如 キ ウヱ ス

テル グ レ ン氏 法 ラ用 フル時 ハ探 血 ニ ヨル影 響 無

キ テ期 シ難 キ爲余 ハMUIIer-Scheven(i5)氏 微 量

測 定 法 テ用 ヒタ リ。 即 チ5%滅 菌 絢 薇 酸 曹 達 溶

液0・1琵 テ1耗 「ツ ベ ル ク リ ン」注 射器 二取 リ家

兎 員 テ ハ耳 静 脈 ヨ リ、 海狼 ニ テノ・心臓 穿 刺 ニ ヨ

リテ左 心 室 ヨ リ探 血 シ全 量0.5琵 トナ シ之 テ乾

燥 小 試 験 管 二移 シ静 二撒 同傾 ケテ混 和 セ シメ之

テ 内径1粍 長 サ15糎(百 等 分 分 劃 目盛 ア リ)ノ

「ピペ.・、卜」二吸 上 グ垂 直 二 固定 シ、1時 間及2

時 間 後 生 ジ タル血 漿 柱 ノ長 サ テ測 定 セ リ。 「ピ

ぺ"Jト」ノー 塵 劃 ハ實 長1.5粍 ナ レ共 便 宜 上 之 テ

ニ ト算 セ リ。 斯 ク ス レバWestergren(16}法 畷

値 略 ㌃同値 ナ リ ト云 フ。 之 ガ比較 二就 キ テハ後

述 スル所 アル可 シ。 血 漿 柱 ノ長 サ測 定 二當 リテ

ハ健 康 動 物 ニ テ ハ血 漿 桂 ト血 球 層 トノ境 界 多 ク

ハ刺 然 タ レ共 結核 高 度 二進 展 シ赤 沈 著 シ ク促進

セ ル場 合 ニハ往 々所 謂 不 明 層 生 ジ タ リ。 斯 カル

場 合 ニ ハ其 中 間 テ以 ツ テ境 界 ト シタ リ。 測 定温

度 ハ囁 氏17乃 至22度 ノ間 ニ テ爲 シ夏 季 高 温 ト

ナ レバ 「ガ ラス」函 製 冷 却 装 置 中 二納 メ前 記温 度

内 ニ テ反 磨 テ墓見察 シタ リ。

血 球 計 算 ニ ハMax-LeVy/Zshlkammer及

Thoma-Zeiss(17)ノM61angeurテ 血 色 素 測定 ニ

ハSahli(iS)氏 血 色 素 計 ラ又血 球 容 量 測 定 ニへ

且edin㈹ ノ「ヘ マ トク リ"ト 」テ用 ピタ リ。

血 漿 蛋 白測 定 ニ ハPulfrich(20)ノEintauchref-

raktometerラ 用 ヒFibrinogen量 測 定 一 ハ

Leenderzu.Gromelsk(2i)氏 法 二Albumin及

Globulin量 測 定 ニハRobertson(22)氏 法 二嫁 リ

タ リ。

第三章 豫備實験

(1)Westergren氏 法 トMtiller-Scheven氏 法

トノ比 較

W氏 法 ニ テ ハ3.8%絢 構 酸 曹 達 溶 液 ラ、 又M氏

法 ニ テハ5%絢 構 酸曹 達 溶液 ラ夫 々血 液 ト1:4

ナル如 ク混 ジ夫々「ピペ.ト」二吸引 シ測定 セリ。

測定セルハ健康家兎一シテ2乃 至2.5冠 禮重雄

性ナリ。又赤沈促進 セル場合テモ観 ント欲 シ今

村内科入院患者中肺結核 ト診断 シ得タルモノニ
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第1表Westergren氏 法 トMifller・Scheven氏 法bノ 比 較

健 常 家 兎 赤 沈

lIM 翫2翫31Mi臨5 翫61翫7 NL8 N臨9 NdO

W氏 法
一時間 0.5 1 1 1 1 0.5 1 1 1 1

二時間 1.5 2 2 2 1.5 1.5 2 2 2.5 2

M氏 法
一時間 1 1 1 1 1 1 1 1 1.5 1

二時間 2.5 3 3 3 3 2 3 3 4 3

肺 結 核 患 者 赤 沈

塚 ○ 坂 ○ 犬 ○ 須 ○ 壇 ○隊 ○ 紳 ○

W民 法
・一時 間 12 67 92 102 47 8 70

二時間 26 104 117 115 83 21 96

M氏 法
一時間 16 95 106 111 80 19 78

二時間 33 122● 122 120 102 42 100

ツキ行ヘリ。 ソノ結果 ハ第1表 二示 ス如 ク健康

家兎ニテハ1時 間値ニテハ殆 ンド差ナキモ2時

間値 ニテM氏 法梢 ㌃値大ナ リ。更二赤沈値大ナ

ル肺結核患者血液ニテハM氏 法ハW氏 法二比 シ

相當赤沈値大ナ リ。然 レ共家兎拉海狼 ニテハ赤

値一般 二小ナレバ其攣動 ラ観察 スルニ際 シ其絶

沈封値大ナル如キ方法 テ選 ブハ僅カノ攣動 ラモ

詳細二観察 シウルノ便 アルテ以テ以下M氏 法 テ

第2表 健 康 家 兎 赤 沈 ノ

用 ヒタリ。

(2)健 康家兎及海狽赤沈 ノ日差

以下 ノ實験 二於 テ赤沈 二攣動 アリタル揚合夫 レ

ガ生理的動揺或ハ測定誤差 ノ範園内ニアリヤ否

ヤテ知ルハ甚ダ緊要 ナリ。依ツテ早期室腹時 ラ

選 ビ全 ク同一 ノ方法テ以ツテ健康家兎拉海狸赤

沈 テ測定 シタルニ第2、3表 ノ如 シ。

之テ観 ルニMUIIer・Scheven氏 法ニヨル健常家

日差

番號

＼ 赤
髄＼ 沈
重＼

(妊)＼

11V 31V 51V 7/V 91V 111V

一劇 塒 問一時間ト時間一時間ト時間一時間ト時間一時間ト時間一時間ト時間

NL1 (2.15) 1 3 1 3 1 3 1 2 1 3 1 3

NL2 (2.08) 1 2 1 3 1 2 1 3 1 3 1 3

Nr.3 (2.35) 2 3 2 3 1.5 3 2 3 2 3 2 3

N浩4 (2.15) 0.5 2 1 3 1 2 1 3 1 3 1 2

N臥5 (2.20) 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3

Nr.6 (1.98) 0.5 2 1 2 1 3 0 2 1 2 1 3

NL7 (1.90) 2 4 1 3 1 3 1 3 1 3 2 4

N浩8 (2.21) 1.5 3 1 3 1.5 4 1 3 1.5 4 2 4

N浩9 (2.05) 1 2 1 2 1 2 1 2 1 4 1 4

N浩10 (2.10) 2 3 2 3 2 3 1 3 1 3 1 3

第3表 健 康 海 猿 赤 沈 ノ 日差

番號

＼ 赤
髄＼
重＼沈(
瓦)＼

21V 41V 61V 91V

一劇 塒 間 一劇 塒 間 一時剛 塒 間 一時間1二 時間

1 (345) 0.5 1.5 1 3 0.5 2 1
一

3

2 (415) 2 4 1 2 1.5 4 2 4

3 (425) 2 3 2 4 2 4 1.5 3
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(395)

(365)

(410)

(470)

(450)

(405)

(350)

(375)

(400)

(385)

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

1.5

0.5

0.5

1.5

2

1.5

1.5

2

2

3

3

1

1.5

3

1

1

2

1

1

1

0.5

0.5

0.5

1

3

2

4

1.5

3

3

2

1

1

3

0.5

0.5

1

0.5

1

1

0.5

0.5

1

1

3

2

2

2

2.5

3

2

2

2

3

0.5

0.5

1

0.5

1

0.5

1.5

0.5

1

1

2

2

2

2

3

3

4

3

4

4

兎 赤 沈 ハ1時 間値 最 小0.5最 大2ニ シテ 日差 ノ

最 大1ナ リ。 又2時 間 値 ノ最 小2最 大4ニ シテ

日差 ノ最 大2ナ リ。 健 康 海 猿 赤 沈 ニ テ ハ1時 間

値 ノ最 小0.5最 大2、2時 間 値 ノ最 小1.5最 大

4、 日差 ノ最 大2ナ リ。 然 レ共 注 目 ス可 キ ハ無

庭 置 健 常 ト思 惟 セ シ家 兎 中往 々 ニ シテ赤 沈 相 當

促 進 セル モ ノ ア リタ リ(1時 間値5以 上)。 之 二

就 キ テ詳 細 二観 察 セ シニ何 レモ身 禮 ノー部 二化

膿 竈 又 ハ褥 瘡 ラ認 メ或 ハ下痢 テ有 ス ル モ ノナ ル

ラ知 リ タ リ。 健 康 海瞑 赤 沈 ニ ツ キ テ ハ最 初 其 日

差 家 兎 二比 シ梢 ≧大 ナ ル傾 向 ア リタル モ野茱 ノ

充 分 ナ ル投 與 ニ ヨ リテ赤 沈 値 略 ≧一定 スル テ知

リタ リ。 之 レニ關 スル實 験 ハ次 二述 ブベ シ。

(3)野 菓訣乏食餌飼養ニヨル健康海瞑赤沈 ノ動

鑑

Seckel(23)ハ壊血病 二於 テ ハ無熱 ニシテ常二赤

沈 ノ促進 アリト云 フ。余モ亦健康海狽赤沈 ノ日

差測定 二當 リ食餌二注意 セザル時ハ家兎二比 シ

其動揺梢 ㌃大 ナルテ認 メタリ。依 ツテ之 テ實験

的二験知 セント欲 シ先 ヅ初 メ5日 間連 日健康海

猿各頭大根青葉50瓦 テ豆腐糟100瓦 二混 ジ與

ヘタルニ各頭 ノ赤沈略 ≧一定スルテ見 タリ。之

ヨリ海猿テニ群二分 チ試瞼群 ニハ大根青葉其他

緑草テ與ヘズ豆腐糟 ノミテ與 フル事 トシ封照群

ハ依然同様 ノ食餌 テ與ヘタリ。其結果ハ第4表

ノ如 ク試験群 二於テハ第2週 ノ終 リヨリ赤沈漸

第4表 野茱鉄乏食餌飼養ニヨル健康海狸赤沈ノ動揺

2011健 常第 一一同 24/1健 常第二 同

↓

27!1三 日目i3・11七 日 目

番號 鵬 ト誕 時 沈幣ト誕 時 闘 轟 婆時囎 騰 1二 時

試

験

群

41 345 0.5 1.5 34011・5 3

野
茱
不
投
塞

罷
糟

ζ

360 1.5 3 370 0.5 2

43 415 2 4 410 1 2 425 1 1.5 430 1 2

44 425 2 3 425 2 3 415 2 3 370 0.5 1.5

45 395 0.5 2 400 1 3 425 1 1.5 420 0.5 2

46 365 0.5 1.5 360 1 2 390 1 2 380 1 2

47 410 0.5 1.5 410 1 2 420 1 1.5 400 1 2

48 470 0.5 2 370 1.5 3 390 1 1.5 400 0.5 1.5

49 450 1 2 445 1 3 455 0.5 2 450 0.5 1.5

封

照

群

52 405 1 3 410 1 3

野
茱
丞
豆
腐糟

投
與

440 1 2i430 0.5 2

53 350 1.5 3 370 0㌔5 3 385 1.5 3 365 1 2

54 375 2 4 380 0●5 2 410 2 5 400 1 3

55 400 0.5 1.5 395 1 2 400 0.5 2
一

385 0.5 2

56 385 1.5 3 385 1 3 400 1 2 395 1 2

57 395 0.5 1.5 400 0.5 1.5 435 0.5 1.5 405 1 2

59 325 0.5 1.5 330 0.5 1.5 370 0.5 1.5 365 0.5 1.5

60 370 0.5 1.5 380 0.5 1.5 400 0.5 1.5 390 0.5 1.5



第10號 】 井下=結 核二於ケル赤血球沈降反磨ノ實験的研究補遺 1267

71∬ 十四 日目 101∬ 十 七 181∬ 二 十 一 日目

↓

211H二 十 四 日目 25但 二十入 日 目

盟重

(瓦)

赤 沈 罷重

(瓦)

赤 洗 畳豊重

(瓦)

赤 沈
欝 」=壽1些時

鰐重 赤 沈
一時1二 時 一時1二 時 一 時1二 時

一 一

(瓦)一 時1二 時

360 1.5 3 355 2 5i345 2 4'

デ旦

譲溝

獣

2900・5[2・5}33010・511・5

430 1.5 3 420 3 6!410
1

3 6
i360

0.5
一一

1.0

1.5140010.52
1

370 2 4 365 4' 8 335 2 5 285 2 315 12

400 1.5 3 ε90 1.5 3 360 1.5 3 300 0.5 1.5 340 ・・5巨 ・5

400 1.5 3 380 1 3 350 1 3 320 ず1 2 400 0・511

405 1 2 345 4 1.0 320 4 8 305 1 3 350 0.5
12

390 1.5 3 375 3 8 360 4 8 315 0.5 2 330 0.5 2
1

450 1.0 3 380 2 4 350 6 10 305 0.5 1.5
1340

0,511

470 0・511・5 470 1 2 500 0.5 1

上
記
虜

翠
ズ

500 0.5 2
1

400 0.5i2 400 1 2 430 0.5 1 430 0.5 3

430 0・511 425 0.5 1.5 460 0.5 1 440 0.5 2

l

l
430 1.0 2 440 0.5 1 430 0.5 2 435 1 2 1

405 0.5 1 420 0.5 2 420 0.5 1 39Q 0.5 2

4351 0.5 1 435 0.5 2 450 0.5 1 420 0.5 2

390}0.5 1 400 0.5 2 400 0.5 1 400 0.5 2.5
!410
10.5 !1 420 0.5 1 420 0.5 1 420 0.5 2.5

次 促 進 シ3週 間 ニ シテ海獲 ・・元 氣 衰 へ盟 重 減 少

著 シク、 筋 肉 ノ緊 張 ナ ク毛 髪 容 易 二脱 落 シロ屑

歯 銀 ニハ 出血 斑 テ認 メ赤 沈 又 促 進 セ リ。 依 ツテ

直 チ ニ 各 頭 毎 日 「アス コル ビ ン」酸20雇 テ滅 菌

蒸溜 水 二溶 カ セル モ ノテ腹 脇 内 二注 入 セ ル ニ3

日ニ シテ元 氣候 復 シ、 赤 沈 略 ≧菖 値 二復 セ リ。

5日 ニ シテ罷i重梢U曾 加 セ リ。 從 ツ テ此 赤 沈 ノ

促 進 ハ 野茱 不 投 與從 ツ テ 「ヴィタ ミ ン」Cノ 鋏 乏

ガ圭 トシ テ 關 奥 スル ナ ラ ン ト考 ヘ ラル。(第4

表)

第四章 結核動物ノ赤沈

結核 動物 ノ赤 沈 テ観 察 セル文 献 テ徴 セル ニOb-

erholzer(14)ノ 家 兎 二於 ケ ル實 験 及Jadassohn(13)

及Popovu.Surpe(12)ノ 海 狽 二 於 ケ ル 實 験 ア

リ。Oberholzerハ 人 型 結 核 菌0.5乃 至1醒 テ

家兎 耳 静脈 二 注 入 シ6乃 至12日 ニ シテ赤 沈 促

進 シ而 シテ赤 沈 ノ促 進 ト艦 温 ノ上 昇 トハ必 ズ シ

モ李行 セザ ル テ見 タ リ
。 又 病 理 解 剖 學 的 憂 化 未

ダ定型 的 ナ ラザ ル ニ先 立 チ既 二赤 沈 促 進 セ ル テ

見 タ リ.余 ハ禮 重2冠 前後 ノ健 康 雄 性 家 兎 テ選

ピ先 ヅ第 一 二赤 沈 ガ 如 何 二憂 動 ス ル ヤ テ観 タ

リ。 而 シテ之 ガ血 球 撒 、 血球 量 拉 血 色素 量 ト如

何 ナ ル關 係 ニ アル ヤテ観 察 シタ リ(第5、6表)。

第5表 ハ生 牛 型 結 核 菌5彪 テ耳 静 脈 内 二注 入 セ

ル實験 ニ シテ5頭 中2頭 ハ6日 目 二既 二赤 沈 促

進 シ、他 ノ3頭 ハ不 攣 ナ リ。11日 一 シテ更 二2

頭促進 シ残 リ1頭 ハ爾不攣ナ リ。而 シテ此1頭

モ16日 ニシテ漸 ク赤沈促進ス レ共其促進度ハ

他 ノ4頭 二比 シ著 シク僅少ニ シテ22日 目一ハ

既二遅延 シ初 メ27日 目 一死亡セリ。赤沈 ノ促

進著明ナリシ49番 家兎ハ16日 目二其赤沈最高

一シテ死 ノ直前ニテハ梢 弓屋延 セルテ見タリ。

此死前赤沈 ノ遅延現象ガ人類肺結核症等 ノ末期

二見 ラル ・赤沈遅延現象 ト全 ク同一ナ リヤ否 ヤ

ノ・頗 ル興味 アル問題ナリ.

盟重 トノ關係 テ見ルニ結核菌注入後 日ト共 二家

兎膿重ハ減少 ス レ共赤沈著明二促進 セシ48番

二於 テ膿重減少特 二著明ナリト云 フ能 ハズ。又

赤沈 ノ促進輕度 ナル52號 二於 テ農重 ノ減少特

二輕度ナラズ。然 レ共之テ個々二就キ観ル時ハ

盟重減少 ト共 二赤沈 モ亦促進ス、然 レ共52番
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第5表 結核家兎二於ケル赤洗b血 球蛇血色素量 トノ關係
I

K.G. 赤血球

(×104)
白血球

血 色素

(n.Sahli)

赤 沈 血球量

(%)・時12時

健常第一同(51X)

Nr.48 2.35 630 12900 80 1 3 44.0

49 2.60 538 9800 68 1.5 3 40.0

50 2.35 618 6850 77 1.5 3 40.0

51 2.67 602 11700 77 2 4 39.0

52 2.42 662 7700 75 1 2.5 39.0

健常第二 同(71X)

Nr.48 2.25 680 7000 76 2 3

49 2.50 604 7600 72 2 4

50 2.21 593 5950 71 1 3

51 2.67 572 7500 78 2 5

52 2.45 648 11100 72 1 4

(81刈 額 牛型結核菌5鵬 徽 内接種

'

(141X)

(6日 目)

Nr.48 2.10 470 13200 75 40 76 41.4

49 2.45 520 6200 75 2 4 39.2

50 2.05 585 6830 63 2 4
●

36.4

51 2.CO 625 16000 79 6 18 36.8

52 2.35 670 7850 79 1 2 39.8

(111X)(
11日 目)

Nr.48 2.06 480 20250 55 84 108

49 2.35 410 8640 50 14 26

50 1.98 565 8500 65 14 26

51 2.55 530 9700 72 11 22

52 2.28 480 8600 57 2 4

(241X)

(16日 目)

Nr.48 1.90 420 13300 52 94 135 27.6

49 2.30 415 63bO 55 15 29 28.0

50 1.88 420 7300 55 8 28 31.0

51 死 亡(211X)

52 2.231365 9500 44 3 20 29.0

(301X)

(22日 目)

娼i死 亡(28/X死 亡直前 ノ赤沈55-9織 髄 ・・26Kg)

49 死亡
50 1.80 300 3800 43 24 50 25.0

52 2.20 440 5600 45 3 6 27.0

(41XI)

(27日 目)

50 死 亡

1.8352 475 6050 50 2.5 5 32.5

(翌 日死亡)

健 常第 一 同

(18/XII)

第6表 結 核家兎 二於 ケル赤沈 ト血球及血漿蛋 白1・ノ關係

Nr.111

112

113

114

115

髄重
α已)

赤血
球撒

(×104)

白血
球数

血 色 素

(n.S.)

血 漿 蛋 白(%) 赤 沈

ALIGLIFiしIAIIGL 塒1塒
1.73 590 10700 76 4.76 1.44 0.29 3.3 1 2

1.90 575 10700 70 4.74 0.78 0.17 6.1 0.5 2

1.57
」

600 12250 73 4.50 1.15 0.17 3.9 1 2

1.74 645 11750 75 4.50 0.98 0.15 4.6 1 2

2.00 615 17000 78 4.48 1.57 0.12 2.9 1 3
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健常第二回

(20/M)

劃÷器
113「i2

585

亙

11800

9300

禰

73

71

660

π11466020500

115「 「奮62019600

(2・/Xll)1牛型徽 菌・麟 静麟 主入

1111.6549019000

瓦11215500455

69

77

T

4.55

互
頁
蕊
豆

1.25

蕊

π
π
1.47

0.25

葡

葡
百
π

3.6

6.4

π
π
3.0

1

0,5

1

噌
⊥

一
4
工

2

T

2
ア

3

(6/1)

(17日 目)

(1611)

(27日 目)

(2611)

(37日 目)

113

114

115

111

112

113

114

115

112

113

114

篤
蒲
1.75

死

1.74

1.25

1.63

1.69

1.91

死

1.87

525

可
600

530

520

525

550

650

595

16500
"禰

17600

11200

10600

13500

14600

11000

12000

55

53

65

65

67

67

65

70

65

71

76

2.50

2.09

3.57

3.99

2.25

2.38

3.94

3.74

3.63

4.05

4.50

4.21

4.08

2.14

2.89

蒲

3.24

1.63

2.08

2.93

1.70

1.21

0.35

0.24

0.29

0.17

0.30

0.19

0.25

0.19

0.16

0,14

0.15

0.59

0.51

1.67

1.38

0.60

0.73

2.41

1.80

1.22

2.40

3.71

9

7

3

3

7

10

3

1.5

8

2

2

21

17

8

8

15

21

8

」6

.

18

5

4

115 死

(20/il)i11412.15165011050018614.6010.9710.1312.4010.512

家兎ハ死前赤沈梢 ≧遅延セシモ盟重却 ツテ減少

セリ。

赤血球数、血色素量 トノ關係 テ観ルニ結核感染

後日ト共二赤沈促進 シ同時 二赤血球数 ノ減少、

血色素量 ノ減少ラ來 タセリ。然 レ共之テ機 二観

察スル時ハ赤沈 ノ促進度 ト赤血球数蚊血色素量

減少度 トハ必ズ シモZF行 セズ。死前赤沈遅延 セ

シ52號 家兎ニテ ハ赤沈遅延 ト共 二赤血球獄拉

血色素量 ノ輕度 ノ増加 テ認メタリ。赤沈 ト血球

量二就 イテ モ前二者 ト略 ≧同檬ナル關係 ニア

リ。

白血球 トノ關係 テ見ルニ結核菌注入後11日 目

二白血球檜加最モ顯著 ニシテ以後漸次減少 セル

ニ反 シ赤沈 ノ促進 ハ夫 レニ梢 ヒ邊 レ16日 目乃

至ハ22日 目二最モ著 シ。而 シテ之 テ個々二観

ル時パ赤沈 ノ促進最 モ著明ナリシ48號 二於 テ

ノ・白血球モ亦檜加著 シク、赤沈 ノ促進輕度ナリ

シ52號 ニテノ・白血球増加亦輕度ナ リ。

第6表 ハ牛型結核菌 テ1雇 家兎耳静脈 内二注入

セル實験 ニ シテ赤沈拉血球数血色素量白血球

数、盟重 ノ外血漿蛋白テモ併 セ観察 セリ。赤沈

ノ促進度ハ前實験二比 シ梢 ≧輕度 ニシテ之 ト禮

重、赤血球数、血色素量、白血球激 トノ關係 ハ

前實験 ト略 ㌃同様ナ リ.血 漿蛋白量 テ観 ルニ赤

沈促進 ト共一 「アルブミン」量減少 シ、「グロブ

リン」量檜加 スルテ認 メタリ。「フイプリノーグ

ン」量ハ赤沈値最大 ナル感染後17日 目一ハ何 レ

モ増加著明ニ シテ以後減少 セリ。菌注入後37

日目尚生存セル2頭 ニツキ観察 セルニニ頭共膿

重梢 篭増加 シ、貧血陵復 スル ト共 二赤沈 モ亦健

常値 二接近 シ、血漿蛋白成分モ薔値 二接近 セル
○

テ 知 リ タ リ。

第五章 「ツベルク リン」注射 ガ家兎及海猿赤沈 二及ボス影響

Stetter,(14)Grafe-Reinwein(25)等 ニ ヨ リ人 骨豊二

於 テ 「ツ ベ ル ク リ ン」注 射 後 赤 沈 動 揺 ノ有 無 テ検

シテ活動 性 結 核 ノ有 無 判 定 二資 セ ン ト試 ミラ レ

タ リ。 其 後 追 試 者 ニ ヨ リ的確 ニ ハ此 方 法 ノ ミテ
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以 ッ テ決 定 シ得 ズ トサ レタ リ。

余 ハ之 テ結 核 及健 康 ナ ル家 兎蚊 海瞑 テ用 ヒテ實

駿 テ行 ヒタ リ。 即 チ豫 メ結 核 感 染 テ行 ヒタ ル後

赤沈 ガ略 ミ健 常 値 二恢 復 スル ラ侯 チ テ傳 研 製 菖

「ッベ ル ク リ ≧ ラ皮 下 二注 射 セ リ。 封 照 トシテ

略 ミ同頭 数 ノ健 康動 物 ラ用 ヒ「ツベ ル ク リ ン」注

射後 ノ赤 沈 ノ動 揺 テ観 察 セ リ。 即 チ第8、9表 ノ

如 ク結核 並 健 康 動 物共 注 射 後5時 間 ニ シテ就 二

赤 沈 梢 亙促 進 シ1日 或 ハ2日 後 二促 進 最 モ著 明

ナ リ。 結 核群 ハ健 康 群 二比 シ「ツベ ル ク リ ン」注

射後 ノ赤沈促進変稻 ≧大ナル傾向 アリ.而 シテ

健康家兎ニテハ1日 後赤沈値最大 ナルモ結核家

兎ニテハ2日 後 二最大ナ リ.家 屯ニテパ ツベ

ルクリンニ注射後盟温 ノ動揺 テモ併 セ観察 シタ

ルニ結核群 ニテハ頭共5時 間後大約囁氏1度 上

昇 アリタルモ健康家兎ニテハ饅温 ノ上昇テ認 ム

能 ハザ リキ。結核家兎一テハ匿温1日 後 ニハ蕨

二注射前二下降 シ赤沈 ノ促進 トハー定 ノ關係テ

認 ム能 ハザリキ。

第六章 総 括 拉 摘 要

以上ノ實験 ラ樒括 セバ次 ノ如 シ6即 チ健康家兎

拉海瞑 ノ赤沈 テMUIIer-Scheven氏 法 ニテ測定

セルニ家兎ニテハ1時 間値最小0.5、 最大2ニ

シテ日差 ノ最大1ナ リ。2時 間値 ノ最小2、 最

大4、 日差 ノ最大2ナ リ。健康海狽赤沈 ノ1時

間値ハ最小0.5、 最大2、 日差 ノ最大1、2時

間値 ノ最小1.5、 最大4、 日差 ノ最大2ナ リ。

海瞑ニテ豆腐槽 ノミテ與へ野菜 ラ投奥 セザル事

2週 間二及ベバ赤沈鞘R促 進シ3週 ニシテ壊血

病症状テ呈 シ同時二赤沈又明カニ促進 セリ。之

一各頭20竈 「アスコルビン」酸 ラ毎 日腹腔二注

入セシニ3日 ニシテ壊血病症Hkms失 シ赤沈値又

健常値 二復鰯 シタリ。

次二成熟雄性家兎二牛型結核菌5逓 テ耳静脈内

二注入セルニ5頭 中2頭 ハ6日 ニシテ2頭 ハ11

日目二残 リ1頭 ハ16日 ニシテ赤沈促進 セルテ

認メタリ。是等結核家兎ニツキ赤沈 ト禮重、赤

血球数、血色素量、血球 容量白血球敷 トノ關係

テ調査スルニ家兎個々二就キテハ饅重赤血球 数

血色素量蚊血球量 ノ減少 ト共 二赤沈潮次促進 ス

レ共之テ横二観察スル時赤沈 ノ促進度 ト是等 ノ

減少度 トハ必ズ シモZF行 セズ。赤沈著明二促進

セシ1頭 ハ死前赤沈値稽 、逞延セルラ認 メ赤沈

ノ促進輕度 ナリシ1頭 ハ死前赤沈埴核i復スル ト

共二饅重赤血球数、血色素量、血球量モ多少菖

値二侠復セルテ知 リタリ。白血球歎ハ赤沈促進

二先立 チ増加 シ赤沈促進最大 ナル頃ニハ漸次減

少スルラ見タリ。而 シテ赤沈 ノ促進著明ナル例

ニテハ白血球増加モ亦著明ナ リキ。牛型結核菌

1醒 テ家兎耳静脈 内二注入セシ實験 ニテノ・赤沈

ノ促進ハ前實験 二比 シ輕度一 シテ菌注入後約1

ケ月ニシテ赤沈 ハ漸次健常値 二傾キ貧血、匿重

減少等モ恢復二向ヘ リ。赤沈 ト血漿蛋白成分分

布 トノ關係テモ併 セ観察 セルニ家兎個々ニツキ

テハ赤沈 ノ促進 ト共 二血漿 「ブイブリノーグ ン」

及 グロプリン」量槍加 シ、「アルブミン」ノ減少

テ認 メタリ。然 レ共之 テ横二親察 スル時ハ赤沈

ノ促進度 ト血漿 蛋白成分分布 ノ髪化 トハ必 ズシ

モZF行 セズ。菌注入後1ケ 月ニ シテ赤沈値健常

値二俵復 セシ例ニテハ同時二血漿蛋 白成分 モ健

常時 ノ夫 レニ接近 セリ.
「ツベル クリン」注射ニヨリテ健常動物 ト結核動

物二於テ赤沈 ノ動旛 二差異ナ キ ヤ テ知 ラント

欲 シテ家兎ニテハ0.3耗 、海瞑 ニテハ0.1耗 ノ

「ツベルクリン」テ皮下二注入シテ其後 ノ赤沈 ノ

動揺 テ観察 シタルニ結核家兎健康家兎共 二5時

間後 ニハ軽度 ノ赤沈促進 アリ。1日 或ハ2日 ニ

テ促進最大 ニシテ漸次卒常値二復セリ。然 レ共

結核家兎 ニテハ其促進度健常家兎一比 シ秤れ 大

ナル傾向アリ。湖 冥ニテモ略 ヒ同檬 ノ成績 ラ得

タルモ海猿 ニ テ ハ健常値 ノ復館 二5日 テ要 シ

タリ。
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赤 沈 ノ 本 態 ノ 究 明 二 當 リGreisheimer,von

Winkleu.Johnson,(26)小 松 原(28)、 藤 原(28)等 ハ

「フ4ブ リ ノ ー ゲ ン」量 テ 重 要 覗 シWonsowicz(29)

石 山(30)上 野(31)進 藤 等(32)ノ・「ア ル ブ ミ ン」、「グ ロ ブ

リ ン」テ圭 要 因 子 ト シ テ 考 ヘ タ リ。Scheurlen㈹

ハ 結 核 患 者 二 於 テ 「ア ル ブ ミ ン」、 「グ ロ ブ リ ン」

ガ 赤 沈 トzF行 ス ル テ 見 タ ル モHantschmannu.

Steube(34)ハ 結 核 患 者 ノ調 査 二 於 テ 必 ズ シモ 然

ラ ザ ル テ報 ぜ リ。 一 面 赤 血 球 激 、 血 色 素 量 血 球

量 ノ赤 沈 二封 ス ル 意 義 二 關 シ テ ハFahreus,(35)

Drastich(36)ハ 赤 血 球 撒 ノ減 少 、「ヘ モ グ ロ ビ ン 」

量 ノ減 少 ガ 赤 沈 促 進 ノ因 子 ト シテ 意 義 ア リ ト樗

シGram,〈37)南(38)ハ 血球 量 ガ赤 沈 ニー 定 關 係 ア

ノレテ述 ベ タ リ。

今 余 ノ得 タル成 績 ト是 等先 人 ノ成 績 トラ比 較封

照 スル ニ結 核 動 物 ノ赤 沈 促 進 ノ因 子 トシテ基 グ

可 キモ ノニ赤 血 球 激、 血 色 素 量 、 血球 量 ノ減 少

血 漿 蛋 白 中 「フ イ ブ リ ノー ゲ ン」、 「グ ロ ブ リン」

ノ壇 加 、 「アル ブ ミ ン」ノ減 少 ア レ共 是 等 ノ ミテ

以 ツ テ シテハ到 底 赤 沈 促 進 ノ全 部 テ説 明 シ得 ザ

ル ハ 明 カ ニ シテ コ ノ外 血 中 「リボ イ ド」量 残盤 窒

素 量 脆 汁 色 素 量 、炭 酸 「ガ ス」量 、PH諸 種 盤類

量 其 他 諸 種 條 件 二就 キ テ モ検 討 セ ラル可 キ ナ リ

ト信 ズ。

摘 要

《1)Mifller-Scheven氏 法 ハWestergren氏

法 二比 シ赤 沈 値 小 ナ ル場 合 ニハ大 差 ナ キ モ赤 沈

値 大 ナ ル場 合 ニハ其 値 相 當 大 ナ リ。

(2)健 康 家 兎及 海 猿 ノ赤 沈 ラMtiller-Scheven

氏 法 ニ テ測 定 セル ニ1時 間値 最 小0.5最 大2、 日

差 ノ最 大1ナ リ。2時 間値 ノ最 小1、5(海 瞑)或

ノ・2(家 兎)ニ シテ最 大 ハ4、 日差 ノ最 大2ナ リ。

(3)海 獲 テ野菓 不 添加 食 餌 ニ テ飼 養 ス ル時 ソ・約

2週 間 ニ シテ赤 沈 促 進 シ約3週 間='テ 壌 血 病 症

状 テ呈 シ赤沈 ノ促進 亦 明 カ ナ リ。

(4)牛 型 結核 菌5醒 ラ成 熟 雄 性 家 兎 耳 静 脈 内 一

注 入 セ シニ6日 後 赤 沈 促 進 シ初 メ後 漸 次 著 明 一

促 進 シ約1ケ 月 ニ シテ多 クハ死 亡 セ リ。 赤 沈 ノ

促 進 ト艦 重 、赤 血球 撒 、血 色素 量 及 血 球 量 ノ減 少

トハ個 々 ノ家 兎 二就 キ観 ル時 ハ略 ≧卒 行 セル モ

之 ラ横 二親 察 スル時 ノ・必 ズ シモ卒 行 セズ。 白血

球 ハ6日 目壇 加 最 モ著 明 ニ シテ爾後 漸 減 セ ル モ

赤 沈 ハ尚 引績 キ促 進 セ リ。 牛型 結核 菌1薩 テ 同

様 注 入 セル家 兎 ニ テハ赤 沈 ノ促 進 前者 二比 シ輕

度 ナ リ。 赤沈 ノ促 進 ト「フ イ プ リ ノー グ ン」、「グ

ロ ブ リ ン」ノ増 量 、 「アル ブ ミ ン」 ノ 減 量 ハ家 兎

個 々 ニ ツ キ観 ル時 ハ 同方 向 二動 揺 ス ル モ横 二観

ル 時 ハ必 ズ シモZF行 セズ。 菌 注 入後 約1ケ 月 一

シテ生 残 家 兎 ハ元 氣 恢 復 シ赤 沈 菖値 二恢 復 セル

モ ノ ア リ タ リ。 此 場 合 髄 重 、 赤 血 球 数、 血 色 素

量 、 血球 量 及 血 漿 蛋 白成 分 分 布 モ略 ≧健 常値 二

接 近 セ リ。 又 赤 沈 著 明 二促 進 セ シ1頭 ハ衰 弱、

死 ノ 直 前 ニ ハ 赤 沈 稚R遅 延 セ ル テ認 メ タ リ。

(5)健 康 及 結 核 家 兎及 海狸 二奮 「ツベ ル ク リン」

ラ夫 々O、3及0、1琵 皮 下 二注 入 セル ニ5時 間後

何 レモ赤 沈 梢 ㌃促 進 シ結 核 家 兎 ・・-Lテハ1日 後 健

康 家 兎 ニ テノ、2日 後 、 海 猿 ニ テ ハ何 レモ1日 後

其 赤 沈 値 最 大 トナ リ タ リ。 其 促 進 度 二於 テ結核

動 物 ハ健 康動 物 二比 シ梢 ㌃大 ナ ル傾 向 ア リ。

御 指 導 拉 御校 閲 ノ拶 テ賜 ハ リ シ今 村 教 授 二深謝

スo
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第1圖

人'鳴II結核歯上池株培養濾 液
ノ家兎血雁 二及ボ ス影響

第2圖

人 曜 結核 苗tt山Bl塞 焔 養濾

1夜ノ家 兎 ∬血川廷二及 ボ ス影 響

第3圖
"Sti

,「ツベ ル ク リ ン」ノ'5く兎

血 川起二 及 ボ ス 影 聾

第4圖

ロング氏培養液 ノ家

兎血涯 二及 ボス影響

第5圖

培 養 濾 液 ノ 刻鞭化酷1駿沈澱 性 「フラ
クチ オ ン」 ノ家 兎血 歴 二及 ボ ス影 響

A.(上 池 株)H、(li川1}1株)

第6圖

三 騨 化酷 酸濾 液 ノ「エ ー テ ル」移 行州三「フ
ラ クチ オ ン」 ノ家 兎血 歴 二 及ホ ス影 響

A.(上 池 株) B.(iij:ll1Bt・'1三)

第7圖

三 鴇i化酷 酸盲慮液 ノ無 水 「ア ル コ

ホ ル」 可溶 性 「フラ クチ ォ}ゴ
ノ家 兎血1歴 二及 ボ ス影 響

A・(上 池 株)B.(青 山B株)

↓

蝋

第8圖

垢養 濾 液壊 四1フ ラ クチ オ ン」
ノ家 兎1白L歴二 及 ボ ス影 響

A.(上 池 株) B.GlナlllB株)

第9圖 ウ

3/5一 三ぴ藷{fヒ酉告「腔 ノ啄く

兎通1厘二 使ボ ス影 響
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第10圖
'第四「フラ クチ オ ン」ノ別 出 家 兎

腸 管 運動 二 及 ボ ス影 響.(1cc)

第11圖

策 四「フ ラ クチ オ ン」ノ別 出海 瞑

う㌃宮 運 動 二及Kiボス影響(0.5cc)

又

第12圖

・ ン ケ氏 培地 ノ別 出家 兎腸 管

蓮 動 二及 ボ ス影響(1.Ocぐ)

A.(」.池 株)B.Gl∫ 山B株) A.(L池 株) b.い1∫ 山B"三

第13圖

ロ ン グ 氏 ∫占ま也 ノ易り出 で毎1興ゴ・

宕 運 動 二1;,h.ス 影 響一、1).5cc

第15圖

第14圖

∫';「ッベ ・しク リン」場 川1家 兎

腸管 運動 ニ ノkボス影響LOcc

第16圖

.L?也率'k」∴養i慮夜 ノ別 出啄く兎1陽始;運重勾

並 二 別 出海 摂子 宮運fむ 二 及ボ ス影 響

A. 、腸 管 運 動)(10(・c)

B.

(
子

宮

運
動

)

(
'
・
五

㏄
)

〆

　
ATO・5'c .c、

!'汲

マ ボ

'、,急

・し姦

ケ某

リ○

ン .●-
Lゴh.
ノCC

別)
II

海

1'」(-

ll
`1圃1

運
動

第17圖

llJ・lllB株 」∴養 溌1液 ノ 別 川 家 兎 腸 管 運 チll

並 一易1川 海1冥 」∵llで運 動 一吸 ・」てス 影 聖1

腸 管;運 動 一」・』呂 、逆動

(1.Occ)(0.5cc)

第18圖

弟 四 「フ ラ クチ オ} 一:君1割酸 加 ・k

り,'解液 ノ家,・臼nl押1ニ ノK'・hース 影 響

A.(ヒ 池 株/ ll。(・1ド山Btl「i
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第19圖(A,B)

上 池 榛 第 四 「フ ラ ク チ ォ ン」 ノ 「.一・'ト ロ

ピ ン 」1起 置 家 兎 血 厭 二 及 ・お隔ス 影 纏

A.1・ ヒi岸 前 B.1廷 置 後

第19圖 〔C,1))

青lll君 株 第 四 「フ ラ クチ オ ン」 ノ1-'-卜
Pピ.ン 」1匙i岸 啄く兎 血 川径・=ノkJ;rス 影 聖;

c,1・ ヒ 置 前 D."!:置 後

第21圖

諸Ill就 酸 性 菌jl、養 濾 液 第 四 「フ ラ クチ オ}」 ノiく ・・巳lfit1il睡一・ノ之一il'人影 響

第20圖

人lll垢ll核1有 培 養

11tsl:汀をヨ リ糸屯梓 二

つ♪聞ll一ヒノし甘JtJZ'{ノ

.in1川母ド降 作 川

,へ.ゾ1づ㌔ll結核 菌

F.、 ト ロ ン ヘ テ ー ルITi

B.B.C.G.

F.Nメ ル ラ 菌

C.ロ ドワill!結核 菌

(}.ク レ ツ)Tl有

D.や ユ リ ー・1?.i

H.ハ リ ニ ヨ ー 菌

第22圖

渚 附 巌 性 菌」∴養1慮液 箪 冊 フ ラ クチ オ}1ノ 別 出家 兎腸 管 運∫1」・ノ好 プ;ll響lll.o・・(.)

A.,'1:Fftl!詰 核 圏己1 B.B.C.G. c.鳥fi,1J詰 核;?1

1).!キ.ユ リ ー 菌

醒■■F一 ル菌
(匿.

E.)卜Ll}

へ 六 一'し 菌

ク レ ツ ・噛Hノ ・ リ ー、1一
コ ーid
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第23圖

諸種 抗 酸 性 菌培 養濾 液策 四 「フ ラクチ オ ン」ノ

別 出海 狸 子 宮 運動 二 及 ボ ス影 響(0.5cc)

A・)'卜 型結 核 菌B・'B.C.G.C.鳥 馬11結核 菌D .キ ユ リー菌

F.メ ル ラ 菌

闘

■■■■■■ ■■■■■

(}.ク レ ツ"菌

7

E.1ト ロ ン へ
ひ　の

フ ー 一 ル 附

一

H.バ リ'Lヨー;有

一

一

第24圖

(A--B-C)家 兎 血厭 ニ ノ乏ボ ス影 響

A・,・=レ ラ菌B.赤 痢 菌CI大 腸 菌

(D--E-一 一F)別 川 家 兎 腸 管 運 動 二 及 ボ ス影 揮

D.)コ レ ラ 菌E.功 で拍,菌 』F.ノ 、二 腸 菌

(G-H-1)別 川海 噸 子 宮 運動 二 及 ボ ス影 響

G.)コ レ ラ 菌

9

H.』 赤 痢 菌

●
L一ノく 腸 菌

第25圖

健康 家 兎血 厭 ニ ノkボス≠t;
「ツベ ・レク リ勾 ノ影 響

A,ド 降 度19mmHg.〈3795)

B.トF羊 理と26nlrnHg.(4(〕 ・ウ1

(ド 「子II乏231nlllHg.・ 、35」5)

D・ ドIl羊1'乏26!nl11卜Ig.(37」J)
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第26圖

健康 家 兎 血巫 二 及 ボ ス第 四 「フラ クチ オ ン」ノ影 輝

A・ ド降 度12mmHg .(23.5%)B.ド 降 度12mmHg.(1995)

第27圖

結 核 家 兎 血雁 二及ボ ス蕉
「ツ・くノしク リン」ノ累多i響

A.ド 降 度16mmHg .(29%)

Cド 降度17mmHg.(26%) 】).ト β革1,乏20ml11卜lg .(2895)

B・ ド降 度15mmH9 .・:2705)

第28圖

紺 嫁 兎=及 ボ ス算 四 「フ ラ ク チ オ ン 」ノ 影 轡

Aド 降 度12mmHg .(22・5)B .ド 降 度11m111Hg.

C.ド 降 度18mmHg.6095)

C・ ド降 度11)・m・llご .(17・5)D.1・F纏1〔)mm日 ごr22・5) 1)・ 卜降 度1(lmmHg.L22」5)
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